
広 報 Izumizaki-mura  Fukushima-ken

6
2019　No.622号

水無月

　５月１８日（土）第一小学校と第二小学校で春季大運動会が開催され、
晴天のもと子ども達がそれぞれの競技に全力で取り組みました。

小学校で春季大運動会
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村
内
小
学
校
で
春
季
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
㈯
、
村
内
の
小
学

校
で
春
季
大
運
動
会
が
開
催
さ

れ
、
子
ど
も
達
と
保
護
者
の
明

る
い
歓
声
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
響

き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ

絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中

で
運
動
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
と
も
開
会
式
で
は
、

児
童
代
表
に
よ
る
開
会
の
言
葉

や
聖
火
リ
レ
ー
、
選
手
宣
誓
な

ど
が
行
わ
れ
た
後
、
全
員
で
ラ

ジ
オ
体
操
を
し
て
競
技
に
入
り

ま
し
た
。

　

全
校
児
童
は
紅
と
白
の
２
チ

ー
ム
に
分
か
れ
て
熱
い
戦
い
を

展
開
。
個
人
戦
で
は
徒
競
走
や

チ
ャ
ン
ス
走
、
団
体
戦
で
は
綱

引
き
、
玉
入
れ
の
ほ
か
代
表
児

童
に
よ
る
紅
白
リ
レ
ー
も
行
わ

れ
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

児
童
の
最
後
ま
で
諦
め
ず
頑
張

る
姿
に
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
、

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

みんなで玉入れ（１～３年） 鼓笛隊演奏

全校生による綱引き聖火リレーの様子

GO！GO！デカパン（１.２年) 応援合戦 選手宣誓

６年生と保護者による強いきずなで！！ 大好き！泉崎！（３.４年) つなげ！！友情の橋（５.６年）

～第一小学校運動会～
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代表児童による開会の言葉 ８０ｍ・１００ｍ走（１.２年）

巻き起こせ！泉二小タイフーン（３.４年) 聖火の点火 竹取物語２０１９（５.６年）

親子で仲良くデカパン・ポン（４年) 鼓笛隊演奏 下学年選抜紅白対抗リレー

上学年選抜紅白対抗リレー 紅白対抗応援合戦

プリザーブドフラワー・ギフト販売・ハーバリウム教室
ライク・ザ・セラピー（もみほぐし、手もみマッサージ）はじめました

モント　　　　　　　　　　　ブレチア

営業　月・水・金・土　10：00～17：00

～第二小学校運動会～
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◆試験日程・試験会場
【１次試験】試験日程：令和元年７月２８日（日）９：００受付開始
　　　　　　試験会場：福島大学
【２次試験】該当者に別途通知します
◆受付期間
　令和元年５月２３日（木）～６月２１日（金）（平日８：３０～１７：１５）
　※郵便による申込の場合は、６月１９日（水）の消印有効
◆申込方法
　・申込用紙は役場総務課総務係で交付します。
　・申込用紙を郵便により請求する場合は、「職員採用試験申込用紙請求」と朱書きした封筒に、１４０円切手を貼った

宛先明記の返信用封筒（角型２号）を必ず同封してください。
　・申込用紙に必要事項を記入し役場総務課総務係に提出してください。
　※地方自治の観点から、泉崎村に定住して勤務することができる方を募集しています。
　　詳しくは、ホームページをご覧になるか、役場総務課総務係までお問い合わせください。

◆支給対象　中学校卒業まで（１５歳の誕生日後の最初の３月３１日まで）の児童を養育している方
◆支 給 額

　※児童を養育している方の所得が所得制限限度額以上の場合は、特例給付として月額一律５，０００円を給付します。
　※「第３子以降」とは、高校卒業まで（１８歳の誕生日後の最初の３月３１日まで）の養育している児童のうち、３番

目以降をいいます。
◆支給時期　原則として、毎年６月、１０月、２月にそれぞれの前月分までの手当を支給します。
　６月支給：２～５月分　　　１０月支給：６～９月分　　　２月支給：１０～１月

【児童手当制度では、以下のルールを適用します】

令和２年度泉崎村職員採用候補者試験

児童手当支給について

問総務係　☎５３・２１１１

問住民係　☎５３・２１１２

　令和２年４月１日採用予定の村職員採用候補試験を行います。

児童の年齢 児童手当の額（１人当たり月額）
３歳未満 一律　１５，０００円

３歳～小学校修了前 １０，０００円（第３子以降は１５，０００円）

中学生 一律　１０，０００円

職種
（募集人員） 受験資格 試験方法

一般行政
大卒程度

（若干名）

・昭和59年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた者
・学歴不問

１次試験：教養試験
２次試験：個別試験、小論文

保健師
（若干名）

・平成元年４月２日以降に生まれた者
・保健師免許を有する者または採用時までに取得見込の者
・学歴不問

１次試験：教養試験、専門試験
２次試験：個別試験、小論文

幼稚園教諭
（若干名）

・平成元年４月２日以降に生まれた者
・幼稚園教諭普通免許を有する者または採用時までに取得見込の者
・学歴不問

１次試験：教養試験、専門試験
２次試験：個別試験、小論文

～児童手当現況届の提出は６月２８日までにお願いします。～
・６月以降の児童手当等を受けるには現況届が必要です。
・現況届は、毎年６月１日の状況を把握し、６月分以降の児童手当等を引き続き受ける要件（児童の監督や保護、生計同

一関係など）を満たしているかどうかを確認するためのものです。
・提出がない場合には、６月分以降の手当が受けられなくなりますので、ご注意ください。
【現況届に必要な添付書類】
・健康保険被保険者証の写し　・通帳の写し　※住民福祉課住民係まで提出してください。

・原則として、児童が日本国内に住んでいる場合に支給します。
・父母が離婚協議中などにより別居している場合は、児童と同居している方に優先的に支給します。
・父母が海外に住んでいる場合、その父母が日本国内で児童を養育している方を指定すれば、その方（父母指定者）に

支給します。
・児童を養育している未成年後見人がいる場合は、その未成年後見人に支給します。
・児童が施設に入所している場合や里親などに委託されている場合は、原則として、その施設の設置者や里親などに支

給します。
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チ
ル
ド
レ
ン
・
カ
ッ
プ

泉
崎
が
第
３
位

　

４
月
６
日
㈯
村
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
球
場
で
第
23
回
チ
ル
ド

レ
ン
・
カ
ッ
プ
争
奪
児
童
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
泉
崎
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
を
は
じ
め
31
チ
ー
ム
が
参

加
し
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
は
来
賓
の
久
保

木
村
長
、
関
谷
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
本
部
長
か
ら
も
「
大
き

な
夢
を
も
っ
て
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
ら
れ
参
加
し
た

子
供
た
ち
も
大
き
な
声
で
返

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

全
30
試
合
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

優　

勝

か
え
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝

須
賀
川
牡
丹
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団第
３
位

泉
崎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

只
見
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

山
本
涼
太
く
ん
（
泉
崎
中
）

サ
ッ
カ
ー
で
国
際
大
会
出
場

　

５
月
３
日
㈮
～
６
日
㈪
に

駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総

合
運
動
場
、
Ａ
Ｇ
Ｆ
フ
ィ
ー

ル
ド
で
東
京
国
際
ユ
ー
ス

サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
本
か
ら
は
Ｊ
リ
ー
グ
の

ユ
ー
ス
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、

福
島
、
宮
城
、
岩
手
な
ど
か

ら
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
泉

崎
中
学
校
２
年
の
山
本
涼
太

く
ん
が
福
島
県
選
抜
の
一
員

と
し
て
大
会
へ
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
ド
イ
ツ
や
、

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
11
か
国
の
海

村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
開
催

　

４
月
23
日
㈫
八
雲
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
第
25
回
泉
崎
村
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に

は
村
協
会
員
35
名
が
参
加

し
、暖
か
な
春
の
陽
気
の
中
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

〈
個
人
の
部
〉

男
子
優
勝　

酒
井
一
夫

　
　
　
　
　
（
宿
舘
チ
ー
ム
）

女
子
優
勝　

小
林
信
子

　
　
　
　
　
（
宿
舘
チ
ー
ム
）

〈
団
体
の
部
〉

優　

勝　

天
王
台
チ
ー
ム

準
優
勝　

宿
舘
チ
ー
ム

第
三
位　

八
雲
チ
ー
ム

山本くん（中央）と祖母の幸子さん

選手宣誓をする高田君

参加者と久保木村長の記念撮影

TEL&FAX  0248-21-5143
〒969-0103　泉崎村大字北平山字下原25-1

白河装美白河装美ハウスクリーニング

お客様の喜び

外
名
門
ク
ラ
ブ
の
ユ
ー
ス
チ

ー
ム
も
参
加
し
て
お
り
、
国

を
超
え
た
相
互
理
解
を
深
め
、

競
技
力
向
上
と
次
世
代
育
成

を
目
指
す
と
と
も
に
、
東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
各
地

域
の
選
手
を
招
聘
し
、
海
外

選
手
と
の
交
流
試
合
等
に
よ

り
復
興
支
援
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
本
く
ん
が
所
属
す
る
福

島
県
選
抜
は
海
外
チ
ー
ム
や

他
の
都
市
の
選
抜
チ
ー
ム
と

５
試
合
を
戦
い
抜
き
、
第
５

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
第
４
位
で
大

会
を
終
え
ま
し
た
。
山
本
く

ん
は
全
５
試
合
に
出
場
し
、

活
躍
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
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新
元
号
記
念

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

５
月
７
日
㈫
泉
崎
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
、
新
元

号
記
念
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大

会
は
県
内
外
か
ら
の
参
加
者
、

176
名
が
集
ま
り
ス
コ
ア
を
競

い
ま
し
た
。

　

改
元
を
記
念
し
て
、
令
和

最
初
の
平
日
に
行
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

〈
男
子
〉

優　

勝　

大
桃
正
弘（
須
賀
川
）

　
　
　
　

ス
コ
ア
84

準
優
勝　

髙
野　

豊（
福
島
）

　
　
　
　

ス
コ
ア
84

第
３
位　

菊
地
一
吉（
泉
崎
）

　
　
　
　

ス
コ
ア
84

※
３
名
は
同
ス
コ
ア
の
た
め

プ
レ
ー
オ
フ
で
決
着

〈
女
子
〉

優　

勝　

有
賀
初
子（
白
河
）

　
　
　
　

ス
コ
ア
87

準
優
勝　

佐
藤
ア
キ
子（
白
河
）

　
　
　
　

ス
コ
ア
90

第
３
位　

佐
川
房
子（
泉
崎
）

　
　
　
　

ス
コ
ア
91

成
人
学
級
開
講
式

　

４
月
26
日
㈮
村
中
央
公
民

館
に
お
い
て
成
人
学
級
開
講

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
出
席
者
全
員

で
村
歌
「
わ
が
泉
崎
」
の
斉

唱
に
続
い
て
、
学
級
委
員
長

廣
橋
美
子
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
、

箭
内
副
村
長
の
来
賓
祝
辞
、

運
営
要
項
説
明
の
後
、
学
級

生
を
代
表
し
て
天
王
山
の
田

村
万
司
さ
ん
が
「
成
人
学
級

参
加
者
全
員
で
豊
か
で
、
活

力
あ
る
学
び
に
つ
な
げ
た

い
。」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。

男子の部優勝の大桃さん 女子の部優勝の有賀さん

田村さんによる代表挨拶

先生の話を熱心に聞く受講生

小湊会による民謡公演

第
１
回
盆
栽
教
室
開
催

　

５
月
12
日
㈰
第
１
回
盆
栽

教
室
が
村
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
年
間
６
回

の
教
室
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
講
師
に
鏡
石
町
在
住
の

遠
藤
賢
次
さ
ん
を
迎
え
、
日

曜
日
を
中
心
と
し
て
９
時
30

分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
受
講
生
各
自

が
盆
栽
を
持
ち
寄
り
、
剪
定

や
整
姿
に
つ
い
て
学
び
、
成

果
を
秋
の
文
化
祭
で
出
品
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
６
月
に

研
修
の
一
環
と
し
て
、
鹿
沼

市
で
開
催
さ
れ
る
さ
つ
き
展

　

開
講
式
終
了
後
、
記
念
と

し
て
、
小
湊
会
の
黒
沢
こ
の

み
さ
ん
、
小
湊
美
鶴
さ
ん
、

小
湊
方
笙
さ
ん
に
よ
る
民
謡

公
演
を
行
い
ま
し
た
。
三
味

線
、
尺
八
と
見
事
に
調
和
し

た
黒
沢
こ
の
み
さ
ん
の
美
し

い
歌
声
が
響
き
渡
り
、
会
場

は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
成
人
学
級
で
は
、

５
つ
の
ク
ラ
ブ
が
開
設
さ
れ

民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、
押
し
花
、

歴
史
探
訪
、
絵
手
紙
の
そ
れ

ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
に
分
か
れ
て

学
級
運
営
委
員
を
選
出
し
、

今
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

　

学
級
生
一
人
ひ
と
り
が
豊

か
で
潤
い
の
あ
る
日
々
を
送

れ
る
よ
う
な
活
動
を
２
月
ま

で
の
毎
月
１
回
を
定
例
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

を
視
察
す
る
予
定
で
す
。

　

教
室
で
は
、
初
め
に
今
年

度
の
教
室
開
催
計
画
を
確
認

し
た
後
、
講
師
の
遠
藤
さ
ん

か
ら
盆
栽
の
樹
木
の
特
性
や

剪
定
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
剪
定
作
業
が
、
数
か
月

後
の
生
育
を
大
き
く
左
右
す

る
こ
と
を
学
び
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
は
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
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第
１
回
絵
画
教
室

　

５
月
12
日
㈰
第
１
回
絵
画

教
室
が
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き

続
き
白
河
市
在
住
の
寺
嶋
長

子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
筆

の
使
い
方
、
色
使
い
な
ど
様

々
な
視
点
か
ら
学
び
ま
す
。

　

今
年
度
は
全
８
回
開
催
し
、

学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
機

会
も
設
け
る
予
定
で
す
。

　

第
１
回
の
教
室
で
は
10
名

の
参
加
者
が
思
い
思
い
の
草

花
を
持
ち
寄
り
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で

花
を
描
き
、
彩
色
を
し
ま
し

た
。
２
時
間
の
活
動
で
、
受

講
生
の
作
品
が
徐
々
に
仕
上

が
っ
て
い
き
、「
地
道
な
活

動
で
す
が
、
丁
寧
に
、
じ
っ

く
り
と
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。」
と
講
師
の
寺
嶋

さ
ん
が
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
参
加
し
た
方

か
ら
は
、「
こ
ん
な
教
室
が

あ
る
な
ら
、
も
っ
と
早
く
参

加
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
が
ん

ば
っ
て
続
け
た
い
。」
な
ど

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

ク
ッ
ク
＆
ク
ッ
キ
ン
グ

　

５
月
14
日
㈫
白
河
市
の

「
リ
ー
ル
・
ブ
ロ
ス
」
の
シ
ェ

フ
、
沼
田
久
先
生
を
講
師
に

迎
え
、
村
中
央
公
民
館
主
催

事
業
の
ク
ッ
ク
＆
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ッ
ク
＆
ク
ッ
キ
ン
グ
教

室
は
平
成
14
年
か
ら
開
催
さ

れ
、
今
年
度
で
18
年
目
を
迎

え
、
公
民
館
事
業
の
中
で
も

長
期
に
渡
り
人
気
の
あ
る
教

室
で
す
。

　

今
回
は
旬
の
新
玉
ね
ぎ
や

人
参
を
使
っ
た
「
野
菜
醤
油

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
サ
ラ
ダ
」
と

「
鶏
む
ね
の
エ
ス
カ
ロ
ッ
プ

泉
崎
中
の
卓
球
部
に
激
励
金

を
交
付

　

５
月
16
日
㈭
、
第
46
回
福

島
県
中
学
校
学
年
別
卓
球
選

手
権
大
会
に
出
場
す
る
選
手

国
際
交
流
協
会
お
花
見
会

　

４
月
20
日
㈯
郡
山
市
逢
瀬

公
園
に
て
国
際
交
流
協
会
の

お
花
見
会
を
行
な
い
ま
し

た
。
当
日
は
雲
ひ
と
つ
な
い

晴
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は

桜
満
開
の
下
で
、
ゲ
ー
ム
や

ク
イ
ズ
を
し
て
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

春
の
香
り
が
漂
う
中
、
お

弁
当
を
食
べ
る
な
ど
し
て
会

員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

左から箭内副村長、木野内くん、深澤くん、
駒橋くん、長谷川先生、桑原校長先生

バ
ジ
ル
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
」

を
作
り
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
食
材
の
基
本
的

な
切
り
方
や
焼
き
方
な
ど
、

調
理
の
コ
ツ
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
受
講
生
同
士
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が

ら
楽
し
く
料
理
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

当
教
室
は
５
月
か
ら
12
月

ま
で
毎
月
第
１
火
曜
日
に
開

催
さ
れ
、
身
近
な
食
材
を
使

い
な
が
ら
も
目
新
し
く
工
夫

の
あ
る
料
理
や
家
庭
で
も
手

軽
に
作
れ
る
デ
ザ
ー
ト
の
レ

シ
ピ
等
を
楽
し
く
、
美
味
し

く
学
ん
で
い
き
ま
す
。

描画を楽しむ受講生

受講生のみなさん

満開の桜の下で記念撮影

へ
の
激
励
金
交
付
式
が
役
場

村
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
付
式
に
は
、
桑
原
校
長

先
生
と
顧
問
の
長
谷
川
先
生

が
引
率
し
、
木
野
内
陽
斗
く

ん
（
２
年
）
、
深
澤
吏
緒
く

ん
（
２
年
）
、
駒
橋
優
く
ん

（
２
年
）
に
箭
内
副
村
長

か
ら
激
励
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

３
名
の
出
場
選
手
は
、
過

日
行
わ
れ
た
中
学
生
学
年
別

卓
球
選
手
権
県
南
大
会
で
当

大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得

し
、
５
月
19
日
㈰
に
須
賀
川

ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
る
県
大

会
に
出
場
し
ま
す
。
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今日の晩御飯 ＜大豆入りタコライス＞

平成３０年度わが家のアイディア料理コンクール入賞作品⑤

★★★　　今月おすすめレシピ　　夢みなみ農協泉崎支店長賞　瀧口とみ子さん、瀧口隆斗さん　　★★★

◆コメント
　嫌いな大豆でも、このタコライスに入れた
おかげで食べられるようになりました。

  泉崎村下根岸9 TEL 0248-54-1115

毎週木曜日　13：30～１５：００
要予約　参加費：２００円

〇絵画教室（第2・第４木曜）
　風景や静物・人物などを自由に描きます。

〇カラーセラピー教室（第1・第3木曜） ※6月20日はお休みです。

　パステルや色鉛筆を使って塗り絵や小さな絵を描きます。

こころんで気軽に

アート体験しませんか？

☎

初心者でも

大丈夫！

ス タ ッフ 募 集

 ①介護員　② 調理員　③ 生活相談員

特別養護老人ホーム ケアハウス泉崎
〒969-0104 西白河郡泉崎村太田川字金山34

☎０２４８－５３－３４５０

〒969-0101 西白河郡泉崎村泉崎字笹立山７-１
☎０２４８－２１－８０８３

地域密着型  特別養護老人ホーム さつきの郷

材料 (4 人分 ) ： 白米…600 グラム、合い挽き肉…160 グラム、大豆の水煮…100 グラム、
　　　　　　　　玉ねぎ…１／２個、プチトマト…12 個、キャベツ…８枚、ケチャップ…大さじ８杯、
　　　　　　　　カレー粉…小さじ１杯、ウスターソース…大さじ２杯

　ニュージーランドの国民的作家から命名されたキャサリ
ン・マンスフィールドというバラが咲き誇るローズガーデ
ンを初夏から秋にかけて村内でご覧になることができま
す。
　国内ではマンスフィールド記念館のみでしか見ることが
できず、他ではニュージーランドの首都ウェリントンの植
物園以外では見ることのできない大変貴重なバラです。
　花の色合い、香り、形と三拍子そろった素敵なバラです
ので、是非ご覧ください。

【テレビ放映のお知らせ】
　６月１４日（金）１５：５５～１６：５０放送の KFB 福島放送の情報番組「ヨジデス」でマンスフィール
ド記念館が紹介される予定ですので、是非ご覧ください。

マンスフィールド記念館 ～バラの香りに誘われて～

◆
作
り
か
た

①
玉
ね
ぎ
を
み
じ
ん
切
り
し
、
ト

マ
ト
を
半
分
に
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
は

太
め
に
千
切
り
す
る
。

②
合
い
挽
き
肉
を
フ
ラ
イ
パ
ン
に

入
れ
て
中
火
で
炒
め
、
火
が
通
っ

た
ら
取
り
出
す
。

③
玉
ね
ぎ
を
炒
め
、
火
が
通
っ
た

ら
ケ
チ
ャ
ッ
プ
と
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー

ス
、
カ
レ
ー
粉
を
入
れ
る
。

④
③
に
大
豆
の
水
煮
と
挽
き
肉
を

加
え
て
汁
気
が
な
く
な
る
ま
で
炒

め
る
。

⑤
器
に
ご
飯
を
よ
そ
っ
て
④
と

キ
ャ
ベ
ツ
を
盛
り
付
け
、
ト
マ
ト

を
飾
っ
て
タ
コ
ラ
イ
ス
の
出
来
上

が
り
。

【開館日時】 毎週土・日曜日（10：00～17：00）
【入 場 料】 ３４０円



況
を
汲
み
取
っ
て
関
わ
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

た
認
知
症
の
人
に
と
っ
て
、
感
情
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
よ
り
一
層
重
要
な
も
の

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ご
本
人
が
不
安
な
時
、

介
護
者
が
優
し
い
感
情
を
見
せ
て
い
れ
ば
ご
本

人
は
次
第
に
安
心
さ
れ
、
怒
っ
て
い
る
時
、
共

感
し
な
が
ら
も
穏
や
か
に
接
す
る
と
介
護
者
に

つ
ら
れ
て
穏
や
か
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
表
情

や
感
情
の
共
有
を
意
識
す
る
と
、
安
心
感
を
与

え
、
介
護
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

４
．
わ
か
り
や
す
く
調
節
す
る

　

認
知
症
の
ご
本
人
は
、
目
や
耳
に
異
常
が
な

く
て
も
、
そ
れ
を
受
け
止
め
る
脳
が
機
能
低

下
を
起
こ
し
て
い
る
た
め
、
認
識
能
力
が
低
下

し
て
と
て
も
曖
昧
に
周
囲
の
世
界
を
認
識
し
て

い
ま
す
。
薄
暗
い
中
に
小
さ
な
明
か
り
だ
け
が

灯
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
り
、
耳
栓
を
し
て

い
る
よ
う
に
相
手
の
言
葉
が
ぼ
ん
や
り
と
聞
こ

え
て
感
じ
ら
れ
れ
ば
、
誰
で
も
周
囲
を
正
確
に

理
解
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
注
意
力
や
集
中
力

も
低
下
し
て
い
ま
す
。
分
か
り
や
す
い
言
葉
で

声
を
掛
け
、
集
中
で
き
る
環
境
を
整
え
、
慣
れ

親
し
ん
だ
も
の
は
変
え
な
い
な
ど
の
工
夫
を
す

る
と
、
安
心
感
を
持
っ
て
過
ご
し
て
頂
く
こ
と

が
出
来
ま
す
。（
次
回
へ
続
く
）

参
考
文
献　
「
知
っ
て
お
き
た
い
ス
ト
レ
ス
を

軽
く
す
る
認
知
症
介
護
５
つ
の
心
得
と
７
原

則
」
泉
崎
南
東
北
認
知
症
委
員
会　

矢
尻
哲
也

■
泉
崎
南
東
北
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

〇
期
日　

６
月
29
日
㈯

〇
開
場　

13
：
30

〇
講
演　

14
：
00
～
15
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

集
団
検
診
室

〇
演
題　
「
脳
卒
中
後
遺
症
の
治
療

　
　
　
　

～
特
に
つ
っ
ぱ
り
痙
縮
に
つ
い
て
～
」

〇
講
師　

南
東
北
第
二
病
院

　
　
　
　

神
経
内
科　

久
保　

仁
先
生
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月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8：30～
11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

総合南東北病院
心臓血管外科

休

診

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科

内藤　梓
消化器内科・外科

第2.4.5土曜日診療

八木正樹
小児科

午　後
受付時間

13：30～
16：00

（水曜日は
14：30）

北原正樹
内科・形成・皮膚・禁煙

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
整形外科・内科
第1土曜日診療

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科

小林奈美江
眼科

6/7.28診療

内藤　梓
消化器内科・外科

第2.4.5土曜日診療
緑川博文

心臓血管外科
6/3のみ診療

八木正樹
小児科

小鹿山博之
内科・脳外科

第３土曜日のみ診療

第１月曜日午後
（14：00～ 16：30）

診療所外来６月担当医

■
認
知
症
介
護
を
行
っ
て
い
る
ご
家
族
の
方
へ

　

今
月
と
来
月
の
２
回
に
わ
た
り
、
ご
本
人
に

優
し
く
、
介
護
者
も
気
持
ち
い
い
認
知
症
介
護

を
行
う
た
め
の
「
ハ
ッ
ピ
ー
な
認
知
症
介
護
の

７
原
則
」
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
た
り
を
心
が
け
る

　

認
知
症
で
は
脳
の
情
報
処
理
速
度
が
低
下
す

る
為
、
ご
本
人
は
映
画
を
早
送
り
で
見
て
い

る
よ
う
に
す
べ
て
が
慌
た
だ
し
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。
遅
れ
て
も
理
解
し
よ
う
と
努
力
し
続
け
る

の
で
、
ご
本
人
は
心
も
脳
も
疲
れ
切
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
ま
す
ま
す
理
解
は
遅
く

な
り
、な
お
さ
ら
混
乱
や
い
ら
立
ち
を
募
ら
せ
、

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
り
ま
す
。
介
護
者
が
会

話
も
動
作
も
「
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
た
り
」
を
心

が
け
る
と
、
時
に
本
人
が
驚
く
ほ
ど
穏
や
か
に

な
る
事
も
多
い
の
で
す
。

２
．
五
感
を
活
か
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

私
た
ち
は
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
常
に
五
感

に
よ
る
情
報
を
受
け
取
り
、
そ
れ
を
活
用
し
て

い
ま
す
。耳
が
聞
こ
え
な
け
れ
ば
目
を
凝
ら
し
、

目
が
見
え
な
け
れ
ば
耳
を
澄
ま
す
よ
う
に
、
認

知
症
の
人
の
低
下
し
た
情
報
処
理
能
力
を
補
う

の
が
、
五
感
の
情
報
で
す
。
認
知
症
の
人
は
常

に
五
感
を
使
っ
て
心
の
ア
ン
テ
ナ
を
精
一
杯
拡

げ
て
い
ま
す
。
次
の
例
の
よ
う
に
、
介
護
者
が

五
感
を
活
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意

識
す
る
と
、
ぐ
っ
と
意
思
疎
通
が
楽
に
な
り
ま

す
。

【
五
感
を
活
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
例
】

・
声
に
感
情
や
表
情
を
付
け
、
質
や
大
き
さ
を

工
夫
す
る
。

・
顔
を
し
っ
か
り
合
わ
せ
豊
か
な
表
情
で
対
応

す
る
。

・
身
振
り
手
振
り
を
交
え
る
。

・（
ご
本
人
に
抵
抗
が
な
け
れ
ば
）
ご
本
人
に

優
し
く
触
れ
る
。

３
．
共
感
し
、
感
情
を
合
わ
せ
る

　

人
に
は
「
情
道
調
律
」
と
呼
ば
れ
る
、
相
手

の
感
情
を
読
み
取
り
そ
れ
に
自
分
の
感
情
を
合

わ
せ
る
能
力
が
あ
り
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
失

わ
れ
に
く
い
も
の
で
す
。
む
し
ろ
、
周
囲
の
状

※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお問い合わせください。
※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は☎0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。
� 問い合わせ　泉崎南東北診療所　☎0248-53-2415

＜6月の眼科診療について＞
6月7日（金）、6月28日（金）の午後となります。受付時間は13時～16時まで。
5月から予約診療制となりました。事前に窓口で直接、またはお電話でお申し込みください。
（受付時間：休日を除く月～土曜日8時30分～17時）ただし、予約は診療日のみ指定ですのでご了承ください。
今後、毎月の診療日時が異なりますので、掲示物などをご確認くださいますよう、お願い申し上げます。
なお、ご不明な点がございましたら、受付または看護師までお問合せください。
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保健福祉総合センター　☎５４・１３３５

いつまでも　続くけんこう　歯の力
～６月４日（火）から６月１０日（月）は『歯と口の健康週間』です～

６月は食育月間
～６月１日（土）から６月３０日（日）は『食育月間』です～

　歯と口は私たちが健康に生きていく力を支えるものです。
　生涯を通じて歯科疾患の予防や歯と口の健康を保つ取り組みが必要です。

【乳幼児期】
・乳歯は生後６～８か月頃から生え始め、３歳頃に生えそろいます。その後２～３年までが最もむし歯になりやすい時期

です。
・歯みがきの習慣づけ、大人による仕上げみがき、食事やおやつの注意、定期的な健診、フッ化物の活用が大切です。
【学 童 期】
・乳歯から永久歯に生え替わる歯の交換期です。
・歯並びがデコボコしているので、歯ブラシの当て方に注意しましょう。
【思 春 期】
・思春期はホルモンバランスの乱れや生活の変化により、歯ぐきの腫れや出血などの歯肉炎が起きやすい時期であり、む

し歯になりやすい時期でもあります。
・歯みがきの時しっかり歯垢を取り除き、歯ぐきのチェックをしましょう。
【成 人 期】
・仕事や家事の忙しさで、歯や歯ぐきのケアを怠りがちな時期です。また、４０歳代以降は歯周病などにより歯を失う人

が増えてきます。
・デンタルフロスや歯間ブラシ等を使用し、みがき残しがないように丁寧な歯みがきをしましょう。年に１～２回は、定

期的に歯科健診を受けましょう。
【高 齢 期】
・６５歳以降になると、歯を失うケースが増えてきます。
・１本でも多く自分の歯を残すことが大切です。たとえ歯の本数が減ったとしても、失った歯に入れ歯を入れ、残った歯

を大切にし、お口のケアを続けましょう。
・入れ歯に隣接した残っている歯は、汚れがたまりやすく丁寧にみがく必要があります。また、入れ歯に細菌が付くと歯

ぐきに炎症を起こす原因になります。入れ歯は、はずして、清掃・洗浄しましょう。

道路の穴ぼこを見つけたら

　下記のような危険な状況の道路を発見
したらご一報ください。
　・穴ぼこや大きな亀裂がある
　・倒木がある　など

� 連絡先：事業課建設水道係
� （℡：53-2114）

　食育とは、生きる上での基本であって、知育・徳育・体育の基礎となるものであり、様々な経験を通じて「食」に関す
る知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てることです。
≪できることから始めよう！≫
①食を通じたコミュニケーション：食を楽しみながら、作法、マナー、食文化、食習慣を習得するため、食事の場におけ

るコミュニケーションを大切にしましょう！
②バランスの取れた食事：主食、主菜、副菜を組み合わせることを意識しましょう！
　　　　 ごはん、パン、めんなどの穀類。炭水化物を多く含み、エネルギーのもとになります。
　　　　 魚、肉、たまご、大豆など。たんぱく質や脂質を多く含みます。
　　　　 野菜、いも、海藻など。ビタミン、鉄、カルシウム、食物繊維などを多く含みます。
③望ましい生活リズム：朝食をとること、早寝早起きを心がけましょう！
④食を大切にする気持ち：食に関わる人々の活動（生産、加工、流通、調理など）に感謝しましょう！
⑤食の安全：食品の安全性に関心を持ち食品を選びましょう！

主食
主菜
副菜
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　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

図書館行事

《新刊案内》
　　　　　　　　　書　　　名 　著　者 出　版　社 請求記号

だんごむし　だんたのぼうけん さいとうきよみ 文芸社 E-ｻ
みえた！きょうりゅうのせかい　 サラ・ハースト くもん出版 E-ﾊ
へんなともだちマンホーくん 村上　しいこ 講談社 K-913-ﾑ
算数親分捕物帳 瀧ヶ平　悠史 誠文堂新光社 K-410-ﾀ
部長会議はじまります 吉野　万理子 朝日学生新聞社 YA-913-ﾖ
死にがいを求めて生きているの 朝井　リョウ 中央公論新社 913-ｱ
麦本三歩の好きなもの 住野　よる 幻冬舎 913-ｽﾞ
新章神様のカルテ 夏川　草介 小学館 913-ﾅ
現役東大生が選ぶいま読むべき100冊 西岡　壱誠 光文社 019-ﾆ
経済のことよくわからないまま社会人になった人へ 池上　彰 海竜社 330-ｲ

　５月６日（月）に図書館２階にて「おはなし会」を開
催しました。大型連休最終日ということでたくさんの親
子に参加していただきました。今回は、春に関する絵本
や大型絵本などの読み聞かせを行いました。
　これからも定期的に開催いたしますので、是非ご参加
ください。

・５月９日（木）に保健福祉センターで行われた６～８か月児健康相談でブックスタートを行いました。絵本を
保護者と赤ちゃんのふれあいのツールのひとつとして活用していただくために、読み聞かせを体験していただ
いた後にその絵本をプレゼントしています。ご家庭でも絵本を楽しんでいただきたいです。

　６月は歯と口の健康週間があります。もう一度、家族で歯の健康を考えてみませんか。
『はははのはなし』
　　　　　加古　里子文・絵／福音館書店（1970年刊）
　どうして、むし歯になるのでしょうか。歯が痛い時は、大人だって泣きたくなります。
この本では、歯の役割、むし歯になるメカニズム、歯みがきの大切さを分かりやすく紹
介しています。

今月のおすすめの本

Izumizaki-Country　Village B・B・Q Plan　2019　4/1～11/30

バーベキューガーデン Open です。おまたせしました！
～～～ ゴルフ反省会・子供会など・お仲間・ご家族でB・B・Qはいかがでしょうか？ ～～～
BBQセット
1人前（税込） 2,700円 肉3種盛り

1人前（税込） 1,620円
＊その他ご予算に応じます。場所の貸出＠540 円も承ります。



時
な
ど
に
、
年
金
額
の
確
認
書

類
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
重
要

な
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
紛

失
さ
れ
な
い
よ
う
に
大
切
に
保

管
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
の
途
中
で
も
年
金

額
が
変
更
に
な
る
方
や
、
控
除

さ
れ
る
介
護
保
険
料
額
等
が
変

更
に
な
る
方
へ
は
随
時
振
込
通

知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

農
業
者
年
金
受
給
権
者
の
皆

さ
ん
へ
、
現
況
届
は
年
金
受
給

権
者
の
人
が
年
金
を
受
給
す
る

資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
、
毎
年
６
月
に
提
出

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

用
紙
は
、
農
業
者
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
に
、　

農
業
者

年
金
基
金
か
ら
５
月
下
旬
頃
に

送
付
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
・
署
名
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限　

６
月
28
日
㈮

（独）
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村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
心
配
ご
と
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

６
月
８
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

北
澤
正
巳
・
草
野
拓

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

　

職
場
の
中
で
起
き
て
い
る
、

賃
金
の
未
払
い
や
退
職
、
パ
ワ

ハ
ラ
な
ど
の
労
使
間
の
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
疑
問

に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

　

相
談
は
、
平
日
の
面
談
や
電

話
で
の
相
談
の
ほ
か
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
で
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

応
相
談

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー

問
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

　

福
島
県
弁
護
士
会
白
河
支
部

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

◆
日
時　

６
月
21
日
㈮

　
　
　
　

13
：
00
～
16
：
00

◆
場
所　

泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

土
日
祝
日
を
除
く

　
　
　
　

８
：
30
～
17
：
15

　

ま
た
、
平
日
や
日
中
の
相
談

が
困
難
な
方
々
に
ご
利
用
い
た

だ
だ
け
る
よ
う
、
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。

◆
日
時　

７
月
７
日
㈰

　
　
　
　

10
：
00
～
19
：
00

◆
場
所

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

※
原
則
と
し
て
事
前
予
約
制
で

す
。
（
7
月
5
日
㈮
ま
で
受

付
）

　

尚
、
開
催
日
当
日
は
電
話
に

よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

問
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
５
９
４

ＦＡＸ 
０
２
４
・
５
２
１
・
７
５
９
６

✉roudousoudan@
pref.fuku

shim
a.lg.jp

　

介
護
の
事
業
所
を
４
社
招
い

て
直
接
担
当
者
と
相
談
や
面
接

が
で
き
る
「
介
護
職
ミ
ニ
面
接

相
談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

仕
事
の
内
容
や
、
や
り
が
い

相　
　

談

心
の
相
談
会

無
料
法
律
相
談

等
に
つ
い
て
事
業
所
よ
り
説
明

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
介
護
職

に
興
味
が
あ
る
方
は
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

７
月
12
日
㈮

　
　
　
　

13
：
30
～
15
：
30

◆
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

※
事
前
予
約
制
で
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

 

職
業
相
談
部
門

☎
０
２
４
８
・
２
４
・
１
２
５
６

　

平
成
31
年
度
４
月
分
（
６
月

14
日
支
払
い
分
）
か
ら
の
年
金

額
に
つ
い
て
、
「
年
金
額
改
定

通
知
書
及
び
年
金
額
振
込
通
知

書
」
（
ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
）

を
年
金
支
払
日
ま
で
に
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
通
知
書
は
、
年
金
支
払

額
の
他
、
年
金
か
ら
控
除
さ
れ

る
介
護
保
険
料
額
、
所
得
税
額
、

個
人
住
民
税
額
等
を
確
認
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
健
康
保
険
の
手
続
き

農
業
者
年
金
現
況
届

の
提
出
に
つ
い
て

案　
　

内

「
年
金
額
改
定
通
知

書
」・「
年
金
額
振
込

通
知
書
」
送
付
の
お

知
ら
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

介
護
職
ミ
ニ
面
接
相

談
会

心
配
ご
と
相
談
所

労
働
困
り
ご
と
相
談

窓
口
・
労
働
困
り
ご
と

相
談
会
の
お
知
ら
せ
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◆
受
付
窓
口　

泉
崎
村
農
業
委

員
会
事
務
局

問
泉
崎
村
農
業
委
員
会

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
３
０

　

令
和
元
年
度
の
労
働
保
険
の

年
度
更
新
の
申
告
期
限
は
７
月

10
日
で
す
。

　

期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀

行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督

署
、
福
島
労
働
局
に
お
い
て
手

続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
電

子
申
請
を
、
労
働
保
険
料
等
の

納
付
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
福
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室

☎
０
２
４
・
５
３
６
・
４
６
０
７

　

あ
な
た
の
家
に
も
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま
せ
ん
か
？

　

泉
崎
村
及
び
福
島
県
で
は
、

県
内
の
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
を
対
象

に
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

【
泉
崎
村
】

◆
補
助
額　

１
㎾
当
り
３
万
円

（
４
㎾
ま
で
、
最
大
12
万
円
）

◆
申
請
期
限　

令
和
２
年
３
月

31
日
㈫
ま
で

問
村
総
務
課
企
画
財
政
係

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
０
９

【
福
島
県
】

◆
補
助
額　

１
㎾
当
り
４
万
円

（
４
㎾
ま
で
、
最
大
16
万
円
）

◆
申
請
期
限　

令
和
２
年
３
月

19
日
㈭
ま
で

※
補
助
申
請
額
が
予
算
額
に
達

し
た
場
合
は
、
期
間
内
で
あ
っ

て
も
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。

問
福
島
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
・
５
２
６
・
０
０
７
０

　

夏
に
な
る
と
外
気
温
が
上
昇

し
熱
中
症
に
な
る
方
が
増
え

て
き
ま
す
。
熱
中
症
を
知
り
、

し
っ
か
り
予
防
し
、
楽
し
い
夏

に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
熱
中
症
と
は
？

　

熱
中
症
と
は
、
室
温
や
外
気

温
が
高
い
た
め
に
体
内
の
水
分

や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
）

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
体
温
調
節

機
能
が
働
か
な
く
な
り
、
体
に

熱
が
こ
も
っ
て
し
ま
う
状
態
を

言
い
ま
す
。
主
な
症
状
は
、
多

量
発
汗
・
体
温
上
昇
・
め
ま

い
・
頭
痛
・
吐
き
気
・
体
の
だ

る
さ
で
、
重
症
の
場
合
は
意
識

障
害
や
発
汗
の
停
止
、
け
い
れ

ん
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
人

は
？

　

子
供
は
体
温
調
節
機
能
が
未

熟
で
、
地
面
の
照
り
返
し
に
よ

り
大
人
に
比
べ
高
い
温
度
に
さ

ら
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
注
意
が

必
要
で
す
。

　

高
齢
者
は
体
温
調
節
機
能
の

反
応
が
弱
く
な
り
の
ど
の
渇
き

や
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
、
自
覚

症
状
が
な
い
の
に
熱
中
症
に
な

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　

部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
28
℃

を
超
え
な
い
よ
う
に
エ
ア
コ
ン

や
扇
風
機
を
上
手
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

　

の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま

め
に
水
分
・
塩
分
の
補
給
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

外
出
の
際
は
、
涼
し
い
服
装

で
日
よ
け
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
の
際
は
、
無
理
を
せ
ず

適
度
に
休
憩
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

と
十
分
な
睡
眠
で
体
調
管
理
を

し
ま
し
ょ
う
。

◆
熱
中
症
の
応
急
手
当

　

涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣

服
を
緩
め
、
安
静
に
す
る
。

　

エ
ア
コ
ン
、
扇
風
機
、
う
ち

わ
な
ど
で
風
を
当
て
て
体
を
冷

や
す
。

　

飲
め
る
よ
う
で
あ
れ
ば
水
分

補
給
を
少
し
ず
つ
頻
回
に
摂
ら

せ
る
。

◆
こ
ん
な
時
は
迷
わ
ず
救
急
車

を
要
請

　

自
力
で
の
水
分
補
給
が
困
難

で
、
脱
力
感
や
倦
怠
感
が
強
く

動
け
な
い
。

　

意
識
が
な
い
又
は
は
っ
き
り

し
て
い
な
い
（
会
話
が
成
立
し

な
い
等
）
。

　

全
身
に
け
い
れ
ん
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
の
あ
る
方

を
発
見
し
た
場
合
は
す
ぐ
に
救

急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
！

問
矢
吹
消
防
署
泉
崎
中
島
分
署

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
９
７
８

　

６
月
１
日
㈯
～
６
月
７
日
㈮

は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
で
す
。

　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
へ
の
感

染
を
早
期
に
発
見
し
て
治
療
を

開
始
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
症

を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

県
内
の
各
保
健
所
・
保
健
福

祉
事
務
所
で
は
、
無
料
・
匿
名

で
の
相
談
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

「
大
丈
夫
か
な
？
」
と
思
っ

た
ら
一
度
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
！

◆
検
査
実
施
日
時
（
要
予
約
）

　

毎
週
木
曜
日

　

９
：
00
～
11
：
00

　

第
２
・
４
木
曜
日

　

17
：
30
～
19
：
00

問
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
６
４
０
５

　

令
和
２
年
３
月
大
学
等
を
卒

業
予
定
の
方
、
平
成
29
年
３
月

住
宅
用
太
陽
光
発
電

補
助
制
度
の
ご
案
内

熱
中
症
を
予
防
し
て

楽
し
い
夏
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
、

労
働
保
険
の
年
度
更

新
等
の
お
知
ら
せ

エ
イ
ズ
は
早
期
発
見
・

治
療
が
大
切
で
す
。

ふ
く
し
ま
大
卒
合
同

就
職
面
接
会
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以
降
に
大
学
等
を
卒
業
し
て
、

現
在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方

を
対
象
に
、
正
社
員
で
雇
用
す

る
計
画
の
あ
る
県
内
企
業
と
の

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
業

所
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担
当

と
の
面
談
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等

各
機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情

報
提
供
等
を
行
い
ま
す
。

　

事
前
申
込
不
要
で
す
の
で
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

８
月
８
日
㈭

　
　
　
　

13
：
00
～
16
：
00

◆
会
場　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま

※
参
加
事
業
所
は
開
催
一
週
間

前
ま
で
に
、
福
島
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
ま
す
。

問
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
２
４
・
５
２
９
・
５
３
９
６

　

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
は
、

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

福
島
民
報
社
が
主
催
し
、
県
内

で
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦

に
表
彰
状
・
記
念
品
を
贈
り
、

県
民
み
ん
な
で
祝
福
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
金
婚

夫
婦
表
彰
は
夫
婦
が
共
に
助
け

合
い
良
き
家
庭
を
築
き
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
を
し
た
こ
と
に

対
し
村
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

※
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
の

申
込
み
に
て
村
か
ら
の
表
彰
を

併
せ
て
行
い
ま
す
。

　

自
己
申
告
制
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
表
彰
該
当
者　

昭
和
44
年
１

月
１
日
～
同
年
12
月
31
日
の
間

に
結
婚
し
た
夫
婦
・
前
回
ま
で

に
届
出
漏
れ
の
夫
婦

◆
申
込
方
法　

「
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

◆
申
込
期
限　

７
月
11
日
㈭

◆
表
彰
日　

　

９
月
14
日
㈯
敬
老
会

◆
受
付
窓
口　

各
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
会
長

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

問
村
住
民
福
祉
課
福
祉
係

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
３

　

船
舶
職
員
の
技
術
者
を
育
成

す
る
国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期

大
学
校
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。
資
料
請

求
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日

　

６
月
１
日
㈯
・
６
月
29
日
㈯

　

７
月
20
日
㈯
・
10
月
12
日
㈯

◆
場
所　

国
立
宮
古
海
上
技
術

 

短
期
大
学
校

問
短
期
大
学
校
教
務
課

☎
０
１
９
３
・
６
２
・
５
３
１
６

　

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、
約
300
の
幅
広
い
授
業
科

目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を

取
得
で
き
ま
す
。

　

放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料

は
１
万
１
千
円
（
入
学
金
は

別
）
。
半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目

分
だ
け
の
授
業
料
を
払
う
シ
ス

テ
ム
で
す
。

　

半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
と

呼
べ
る
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学

福
島
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
８

月
31
日
ま
で
、
第
２
回
は
９
月

20
日
ま
で
。

問
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
・
９
２
１
・
７
４
７
１

　

全
国
の
高
校
生
及
び
高
等
専

門
学
校
生
等
が
、
情
報
処
理
技

術
に
お
け
る
優
れ
た
ア
イ
デ
ア

と
表
現
力
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

能
力
等
を
競
い
合
う
こ
と
に
よ

り
、
生
徒
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
と
と
も
に
、
情
報
化

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

参
加
者
募
集

放
送
大
学

　

10
月
生
募
集
の

　
　
　
　

お
知
ら
せ

福 島 工 場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字坊頭窪１番地
　　　　　　　☎0248-53-3491・FAX0248-53-3493
第二福島工場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山１番地３
　　　　　　　☎0248-54-1618・FAX0248-54-1619
白 河 工 場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-21-1401・FAX0248-21-1404
白河第二工場／福島県白河市萱根月ノ入１番地21
　　　　　　　☎0248-28-5061・FAX0248-28-5064
本　　　　社／埼玉県さいたま市大宮区土手町２丁目７番２
　　　　　　　☎048-650-6051・FAX048-650-5201
http://www.asahi-rubber.co.jp/

募　
　

集

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦

表
彰
・
金
婚
夫
婦
表

彰
受
付

パ
ソ
コ
ン
甲
子
園

２
０
１
９
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社
会
を
支
え
る
人
材
の
裾
野
を

広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
部
門
、
モ
バ
イ

ル
部
門
、
い
ち
ま
い
の
絵
Ｃ
Ｇ

部
門
の
３
部
門
に
お
い
て
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
各
部
門
の

詳
細
に
つ
い
て
は
パ
ソ
コ
ン
甲

子
園
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
競
技

要
項
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
資
格

　

２
０
１
９
年
度
に
お
い
て
、

高
等
学
校
及
び
高
等
専
門
学
校

の
３
年
生
ま
で
、
並
び
に
こ
れ

ら
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
学
校

の
者
。

◆
本
選
開
催
日

　

11
月
９
日
㈯
・
11
月
10
日
㈰

※
各
部
門
で
予
選
が
行
わ
れ
ま

す
。

◆
本
選
会
場　

会
津
大
学

◆
申
込
受
付
期
間

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
部
門

　

５
月
７
日
㈫
～
７
月
26
日
㈮

・
モ
バ
イ
ル
部
門

　

５
月
７
日
㈫
～
７
月
５
日
㈮

・
い
ち
ま
い
の
絵
Ｃ
Ｇ
部
門

　

５
月
７
日
㈫
～
９
月
６
日
㈮

問
全
国
高
等
学
校
パ
ソ
コ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４
２
・
３
７
・
２
５
３
２

✉pc-proj@
u-aizu.ac.jp

ＵＲＬ http://w
w

w
.u-aizu.ac.jp/

pc-concours/

　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山
で

は
、
主
に
企
業
で
働
い
て
い
る

方
を
対
象
に
、
業
務
上
必
要
と

な
る
知
識
・
技
術
・
技
能
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
講
習
会

（
テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
）
を
実
施

し
て
い
ま
す

◆
募
集
コ
ー
ス

　

電
気
工
事
士
・
油
圧
制
御
・

機
械
製
図
等
の
34
コ
ー
ス

◆
場
所　

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア

カ
デ
ミ
ー
郡
山

◆
申
込
方
法

　

受
講
申
込
書
に
記
入
し
、
メ

ー
ル
、
郵
送
、
持
参
も
し
く
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
講
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

お
使
い
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

ー
郡
山

☎
０
２
４
・
９
４
４
・
１
６
６
３

ＵＲＬ http://w
w

w
.tck.ac.jp/

　

２
０
１
９
年
10
月
１
日
よ

り
、
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の

税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
伴

い
、
飲
食
料
品
（
酒
類
・
外
食

を
除
く
）
と
新
聞
（
定
期
購
読

契
約
・
週
２
回
以
上
発
行
）
に

係
る
税
率
を
８
％
と
す
る
「
軽

減
税
率
制
度
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

新
し
い
仕
入
税
額
控
除
の
方

式
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
帳

簿
・
請
求
書
・
レ
シ
ー
ト
等
の

記
載
を
複
数
税
率
に
対
応
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
方
に
は
、
レ
ジ
や
受
発
注
・

請
求
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
・
改
修
に
つ
い
て
補
助
金
を

設
け
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

詳
細
は
「
軽
減
税
率　

国
税

庁
」
「
軽
減
税
率
対
策
補
助

金
」
で
検
索
を
す
る
か
、
後
記

ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
制
度
に
つ
い
て

問
消
費
税
軽
減
税
率
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
・
２
０
５
・
５
５
３

☎
０
５
７
０
・
０
３
０
・
４
５
６

◆
補
助
金
に
つ
い
て

問
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

☎
０
１
２
０
・
３
９
８
・
１
１
１

テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
受

講
生
募
集
に
つ
い
て

消
費
税
の
軽
減
税
率

制
度
が
ス
タ
ー
ト

建築工事などその他
☆気軽に御相談ください。

泉崎村へ御寄付をいただきました。

　この度、君島義弘様・みどり様ご夫
妻（天王台在住）より寄付金を受領し
ました。
　泉崎村の発展のため活用させていた
だきます。誠にありがとうございます。
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今 月 の 行 事　　【６月10日～７月９日】

■ 内科・外科

※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。月の休日当番医

■ 小児科

６
■ 歯科

16（日） ね も と キ ッ ズ ク リ ニ ッ ク
☎21-5623（白河市立石山）

吉 田 医 院
☎23-4033（白河市年貢町）

河 島 歯 科 医 院
☎23-2739（白河市天神町）

23（日） 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎42-2040（矢吹町大久保）

わ た な べ 内 科 医 院
☎22-1531（白河市新白河）

国 馬 歯 科 医 院
☎45-2781（矢吹町奉行塚）

30（日） み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎28-1001（白河市石阿弥陀）

き た む ら 整 形 外 科
☎42-5533（矢吹町八幡町）

斎 須 歯 科 医 院
☎32-4347（白河市表郷金山）

7（日） わたなべ子どもクリニック
☎21-2166（白河市老久保）

小 針 医 院
☎42-2366（矢吹町曙町）

ひ ぐ ち 歯 科 ク リ ニ ッ ク
☎21-5307（矢吹町大久保）

６／

７／

10
（月）

11
（火）

なかよしクラブ
貯筋会
●可燃ごみ

12
（水）

英会話教室
▲資源ごみ

13
（木） 乳がん検診

14
（金）●可燃ごみ■不燃ごみ

15
（土）

支部対抗卓球大会
休日窓口開庁日（役場・社協）

16
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

17
（月） 期末テスト

18
（火）

貯筋会
●可燃ごみ

19
（水）

県南中体連水泳大会
英会話教室
▲資源ごみ

20
（木）

21
（金）

授業参観
無料法律相談
●可燃ごみ

22
（土）

PTA奉仕作業・廃品回収
休日窓口開庁日（役場・社協）

23
（日）

支部対抗ソフトボール大会
休日窓口開庁日（役場・社協）

24
（月）

25
（火）

なかよしクラブ自由参加日
貯筋会
●可燃ごみ

26
（水）

英会話教室
▲資源ごみ

27
（木）

３歳児健診
昔遊び集会

28
（金）

成人学級
●可燃ごみ■不燃ごみ

29
（土）

休肝日
休日窓口開庁日（役場・社協）

30
（日）休日窓口開庁日（役場・社協）

7/1
（月）村民税第一期納期限

2
（火）

歯科クリニック（フッ素塗布）
貯筋会
クック＆クッキング
●可燃ごみ

3
（水）

英会話教室
▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集

4
（木）

5
（金）

七夕まつり、なかよしクラブ
七夕まつり会
授業参観
授業参観
●可燃ごみ

6
（土）

PTA奉仕作業
ハンドクラフト教室
筆ペン・ボールペン教室
休日窓口開庁日（役場・社協）

7
（日）

支部対抗野球大会
盆栽教室
絵画教室
休日窓口開庁日（役場・社協）

8
（月）

9
（火）

貯筋会
休肝日
●可燃ごみ

会場：　幼稚園　　第一小学校　　第二小学校　　中学校　　保育所　　児童館　　保健センター　　公民館　　資料館　　図書館
　　　　トレーニングセンター　　弓道場　　ソフトボール場　　　さつき野球場　　　パークゴルフ場

幼 一 二 中 育 保児 公 資
さ パト 弓 ソ

図

知事許可（般-27）第27330号　（労大臣認）１級建築塗装技能士

☎・泉崎５３－４０６６・ＦＡＸ２１－６６７８

随時・社員（見習い可）募集中  /  社会・厚生年金・雇用保険有り

塗装【ペンキ】工事
住宅からビルデング
まで工場・オフィス
店舗・内外塗装工事

＊見積り無料
   （新築・リフォームも）
　お電話お待ちしております

看板の事なら何でも
福島県屋外広告業届出　第 30015 号

〠969-0101　福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字寺前 71
TEL・FAX　0248-53-4355

小林工芸
(     ) (    　　  )看板 　　　　エアーブラシ設計
施工

アンドン
イラスト、他
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４Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

６ ６ ６
日帰り入浴　１００円割引券

有効期限：2019.７.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：2019.７.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：2019.７.31

●１枚につき１名１回限り有効　●併用、換金不可

芦
の
芽
の
波
に
洗
は
れ
つ
つ
太
る　
　
　
　
　

ゆ
き
こ

空
の
青
重
ね
て
田
水
引
き
に
け
り　
　
　
　
　
　

々

老
鶯
や
底
晒
し
た
る
沼
ひ
と
つ　
　
　
　
　
　

栄　

子

林
中
に
門
あ
り
春
の
離
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

々

水
若
葉
は
る
か
な
雲
を
招
き
を
り　
　
　
　
　

光　

德

ど
こ
か
ら
も
見
通
せ
る
森
夏
が
来
る　
　
　
　
　

々

登
り
道
ゆ
る
や
か
に
折
れ
新
樹
林　
　
　
　
　

和　

子

夏
近
し
沼
疲
れ
た
る
水
の
色　
　
　
　
　
　
　
　

々

若
葉
し
て
母
の
や
さ
し
さ
楢
く
ぬ
ぎ　
　
　
　

潤　

子

踏
切
の
音
の
高
さ
が
夏
を
呼
ぶ　
　
　
　
　
　
　

々

振
り
仰
ぐ
木
立
の
奥
の
五
月
か
な　
　
　
　
　

圭　

子

夏
来
た
る
道
の
ひ
と
つ
を
選
び
て
は　
　
　
　
　

々

水
ゆ
ら
ぐ
ま
ま
に
従
が
ふ
夏
柳　
　
　
　
　
　

堯　

子

水
匂
ふ
赤
松
の
森
夏
来
た
る　
　
　
　
　
　
　
　

々

延
べ
竿
の
光
る
あ
た
り
を
夏
燕　
　
　
　
　
　

秀　

治

夏
空
に
片
腕
の
ば
す
欅
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

々

田
水
張
る
那
須
連
山
を
ど
の
田
に
も　
　
　
　

戴　

子

木
洩
れ
日
の
揺
る
る
山
道
白
き
蝶　
　
　
　
　
　

々

竹
の
子
の
乱
立
の
こ
ゑ
野
に
こ
も
る　
　
　
　

光　

郎

人
声
の
ひ
た
ひ
た
と
ほ
る
柳
か
な　
　
　
　
　
　

々

桜
蕊
降
る
外
猫
の
毛
繕
ひ　
　
　
　
　
　
　
　

直　

子

ス
テ
ッ
キ
の
軽
々
行
け
り
新
樹
光　
　
　
　
　
　

々

基準日 世帯数
（戸）村の人口（人） こ
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戸
籍
窓
口

５月１日

現　　在

男 3,110
6,293 2,164

女 3,183

４月１日

現　　在

男 3,103
6,281 2,154

女 3,178
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草
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福
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郡
泉
崎
村
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字
泉
崎
字
八
丸
145

ホ
ー
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ド
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http://w
w

w
.vill.izum

izaki.fukushim
a.jp/

令
和

元
年

６
月

１
日

発
行（

毎
月

１
日

発
行

）
い
ず
み
ざ
き 地域で輝くヒトやモノをご紹介

リレートーク 会田望美さん（字庭渡神社）

　私は岩手県大船渡市出身です。
海辺の町で、実家はカキとホタテ
の養殖業を営み、繁忙期には浜仕
事を手伝いました。福島の大学へ
進学したのを機に県人となり、白
河市で就職しました。それまでは
全く御縁がなかった当地ですが、
えごま餅や、いか人参といった郷
土料理も初めて知りました。
　東日本大震災の前日、祖父が危
篤で実家に帰っていました。町は
津波で壊滅。大混乱の中、職場に
戻れたのは２週間後です。その時
「よく帰ってきた」と涙と大拍手

で迎えてもらいました。温かい人
情に感動して、自分はこの土地で
生きていこうと決心しました。
　結婚して子どもを産みましたが
２年半前、泉崎村に移住。子育て
環境がよく、行政サービスも充実
していますし、夫の実家や地域の
皆さんのサポートで安心して暮ら
し、感謝しています。
　現在第２子を妊娠中で、今年は
令和元年という節目の年。心身と
もに健やかで、故郷を大切にする
子に育って欲しいです。

220

次回、鈴木　誠さんに
バトンタッチ！

Happy Birthday
は っ ぴ い　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日

関
根
大や
ま
と翔

く
ん
（
字
西
太
郎
峯
）

吉
田
　
絢あ
や

ち
ゃ
ん
（
字
日
向
山
）

松
川
　
奏そ

良ら

く
ん
（
字
桎
内
）

　円谷源吉さん（瀬知房後）が百歳の誕生日を迎えられ、４月２１日（日）、福島県知事賀寿贈呈式が泉崎カ
ントリーヴィレッジで行われました。
　当日は親族の見守る中、源吉さんに福島県知事賀寿と記念品が贈られ、県南保健福祉事務所長、箭内副村
長、鈴木盛利（村議会議長）、長久保重行（村社会福祉協議
会副会長）、緑川武男（村老人クラブ連合会長）、長谷部浩
（西白河ライフケア会理事長）からそれぞれ賀寿及び祝金な
どが贈られ、源吉さんの長寿をお祝いしました。
　長寿の秘訣は「好き嫌いなく何でも食べること」だそうで
す。これからもお元気でお過ごしいただき、もっともっと長
生きしていただきたいと思います。本当におめでとうござい
ます。

円谷源吉さん１００歳おめでとうございます！


